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登録リスト（該当：21件）
  ≪  1  ≫
		写真	タイトル	説明	登録日
	1	[image: 聖高原リフト＆三峰山2008/05/06]	聖高原リフト＆三峰山2008/05/06	2008/05/06の記録。
長野県東筑摩郡麻績村にある聖高原を訪れ、聖高原リフトに乗って三峰(峯)山頂の展望台に行ってみました。三峰山(みつみねさん)は標高1,131メートルとのこと。下界がすでに数百メールの高い標高にあり、山がそれほど高いとは思えません。展望台に上がってみて何より驚いたことはその眺望の素晴らしさです。先ほど姨捨駅周辺から見下ろす景観の素晴らしさを堪能したばかりですが、三峰山展望台はさらに標高が高く360度の景観が一望できます。これは素晴らしい！　異色の隠れ観光地です。

参考資料：麻績村観光サイト
https://www.vill.omi.nagano.jp/kanko/guide/view/kanko211.html	2024-02-15
	2	[image: 前山塩野神社の伝承]	前山塩野神社の伝承	この神社は独鈷山の麓にある神社で、独鈷山の山岳信仰から生まれたとされている。境内は木々に囲まれており、外界と隔てられたような神秘的な印象を受けた。

伝承の内容

昔、この神社に彫られている彫刻の竜が、夜に御神木で遊んでいたそうだ。そのうちにその木の枝が折れて枯れそうになってしまい、村人たちは困っていた。そこで、その竜を掘った人に頼んで、目玉を取ってしまった。その後のある夏に大夕立が起き、御神木に雷が落ちて煙が上がり、折れてしまった。村人たちは、竜の目玉を取らなければ、竜が雨を降らせて御神木の火を消してくれたのにと後悔したそうだ。

　実際に前山塩野神社に行ってみると、御神木には柵と屋根がついており、この伝承の出来事以降、大切に守られてきたのかなと感じた。竜が雨を降らせてくれる	2024-01-26
	3	[image: 一番肉まんらしく見える浅間山]	一番肉まんらしく見える浅間山	2009/12/29の記録。
上信越道を上田から軽井沢方面に進んでいます。小諸付近から見える浅間山のこの山容。楕円状の白い山容に縦縞が入り、これが一番肉まんらしく見えます。	2024-01-16
	4	[image: 塩田平から望む遠くの浅間山]	塩田平から望む遠くの浅間山	塩田平から浅間山は遠くにあり、上信越高原国立公園の山々の連なりの一番右手に位置します。一際白い山容が特徴的ですが、手前の山々に隠れて一部だけが見えます。(2009/02/07の記録)	2024-01-16
	5	[image: 純白の浅間山]	純白の浅間山	毎年、年末年始には茨城に帰省するため、上信越道を上田から茨城に移動するのが恒例でした。そのたびに進行方向左手にある浅間山を眺めることを繰り返し、また同時にその時々の浅間山の景観をデジカメ画像に記録してきました。

そういえば、純白の浅間山を見たことは滅多になかったかもしれないと思い出しました。山頂付近は強風に雪が除かれるため、たいていは雪の下に地肌が見えています。この時のような純白の浅間山はめずらしい！(2006/12/31記録)	2024-01-16
	6	[image: 活火山としての浅間山]	活火山としての浅間山	この辺りは小諸から御代田の辺り。浅間サンラインから眺める浅間山。周辺に広がるこの広大な浅間山麓から眺望する浅間山の雄大さもさることながら、上空にたなびくように見える白いものにもご注目を！　これは雲ではありません。浅間山の火口から噴き出す煙です。2005年頃は火山活動が少しあり、火口が活性化していました。さすがに活火山ならではの光景です。(2005/05/21記録)	2024-01-16
	7	[image: 御代田に迫る浅間山]	御代田に迫る浅間山	浅間山の存在感を最も感じさせるのが御代田町かもしれません。地図を見ると御代田町は南北に細長く、その北端は浅間山の山頂とその峰に接しています。鬼押出から望む雄大な浅間山の見事さとはまた別な浅間山の雄大さを堪能させてくれます。(2023/08/03記録)	2024-01-16
	8	[image: 富士山と見まごう浅間山]	富士山と見まごう浅間山	群馬県は群馬県でも前橋付近から望む浅間山はお馴染みの浅間山にあらず。ほぼ富士山です。円錐状の見事な形状。とても浅間山には見えません。前橋周辺の皆様はこれが浅間山の普通の姿と思いこんでいるのではないでしょうか。(2009/12/29記録)	2024-01-16
	9	[image: 浅間山、おおこの山容！]	浅間山、おおこの山容！	浅間山七変化。上信越道を上田から軽井沢方面に向かって進むと、ちょうど佐久平ハイウェイオアシス（平尾山公園）の辺りで浅間山が再び見えてきます。おやっ？　浅間山の山容がまた違った姿に変わっていました。(2014/12/27記録)	2024-01-16
	10	[image: 浅間山の変容？　なだらかな稜線]	浅間山の変容？　なだらかな稜線	浅間山の見え方の面白さ。上信越道を上田方面から軽井沢方面に移動しています。小諸付近で先ほどまで眼前に現れていた形状のふくよかな肉まんはここに来ると「あれ？どこにあるの？」という感じになります。肉まん形状を特徴づけていた幾本もの縦筋はつい左手の一部に過ぎなかったことがわかりました。その背景になだらかにのびる稜線の美しさ。肉まんがまるで潰れて平板になったかのようです。東側の浅間山から高峰山、湯の丸山、烏帽子岳とパノラマ展開する上信越高原国立公園の山々の疎ら感も実に素晴らしい。ひとつながりになったアルプスとはまるで違い相互独立の山々。(2010/12/31記録)	2024-01-16
	11	[image: 浅間山の眺望、肉まん、それともUFO？]	浅間山の眺望、肉まん、それともUFO？	長野県側から見える浅間山の山容は変幻自在。上信越道の小諸市付近から見える浅間山は手前の山の背後に隠れてその頭部のみが見えます。幾筋もある細い谷筋に特徴があります。丸まった異様な物体。まるで肉まんが大自然の中に鎮座しているかのごとく。見方によってはUFOにも見えます。（2010/12/31記録）	2024-01-16
	12	[image: 鬼押出から望む浅間山]	鬼押出から望む浅間山	長野県側から見える浅間山の反対側の群馬県側から見た浅間山の眺望。浅間山の全容が裾野まで見通せる浅間山の眺望は雄大です。長野県から見て馴染んだ同じ山とは思えないぐらい。山を見るたび、その見え方は局所的に見える相対的なものに過ぎないことを何よりも実感させてくれます。（2008/07/06の記録）	2024-01-16
	13	[image: そばが有名なワケ]	そばが有名なワケ	長野県といえば信州そばというほどに、そばは長野県の代表的な郷土食です。
郷土食として根付いたのは、やはり各地でそばが栽培されてきたことにあります。

冷涼な気候や狭い土地など、米や小麦が栽培しづらい高冷地に適した農産物として育てられてきたのがそばでした。

そのはじまりを調べると、多く登場するのが山岳修験道の開祖で、奈良時代に活躍した役小角（えんのおづぬ）です。
役小角ら修行僧が携行食としていたそばの実を村人に伝え、栽培方法とともに広がったという伝説が各地に残ります。

昼夜の寒暖差が大きい長野県では、澱粉がしっかりと熟成したおいしいそばを育てることができます。
そばは、主にそば粉と水からつくられるものです。
そして茹であがったそばは冷えたたっぷりの水でぎゅっと締められます。
いま	2022-11-30
	14	[image: 東御市から北アルプス遠望]	東御市から北アルプス遠望	東御市付近の浅間サンラインを上田方面に向かうと真正面に北アルプスが遠望できます。左手には蓼科山から美ヶ原にかけての山岳がパノラマのように展開しています。この日は山並みがうっすりと朦朧体のような淡いグラデがかった景観が目に飛び込んできました。

実に美しい。信州に暮らしていることの幸せを感じた一コマの記録です。	2022-11-06
	15	[image: 高峰高原からの山岳遠望]	高峰高原からの山岳遠望	2022/11/06、晴天に恵まれたこの日、高峰高原（小諸市）にある高峰高原ホテルの駐車場から南アルプス、八ヶ岳方面を眺望しました。眼下に小諸周辺の盆地が見えています。空気遠近法で山岳の眺望を描いたかのような淡いグラデーションが実に美しい。里から立ち上がる稲わら焼きの煙もその淡い風景の点描のようにたなびいていて印象的でした。

富士山の山頂も手前の山岳越しに垣間見えています。	2022-11-06
	16	[image: 菅平高原]	菅平高原	2022/10/01

高校時代の友人が菅平にいるというので会いに来た。
山岳科学センター菅平高原実験所へ。

会うのは1年ぶりだったが、
違和感なく話すことができた。友達は大学院進学のため勉強を頑張っているみたい。
すげー。と完全に他人事。

私は4人兄弟の３番目なのだが
兄２人と比べられたことがない。
そのおかげ（せい？)で他人と自分を比較して嬉しくなったり悲しくなったりする事が少ない、と思う。

実際、この友達にも
「大成の家族はみんな個性的で自信満々だからいいね」
といわれたことがある。

それにしても、菅平は空気が綺麗で非常にいいところ。
道沿いに綺麗なお花もたくさん咲いていてハッピーな気分になった。
菅平で星みたいな。	2022-10-01
	17	[image: 飯山・雪に覆われている春のブナ原生林]	飯山・雪に覆われている春のブナ原生林	飯山市の戸狩を過ぎ、関田峠方面に向かってブナ林の山道を登りました。関田峠の手前で通行止め。そもそも除雪されておらず、その先には進めません。

春なのに残雪に覆われたブナ原生林の神々しく美しいこと。下界とは異次元の別世界です。

私も長野県内を各地見聞した中で最も印象的だった場所の一つが飯山のブナ林です。木々が芽吹く６月初旬ぐらいが一番美しい。さらに紅葉する秋もまた美しい。一般に観光地としてＰＲされていないこともあり、訪れる人はあまりいませんが、この美しさ、神々しさは他と比較しようがありません。	2022-05-05
	18	[image: 菅平高原]	菅平高原	菅平は上田屈指の高原地帯で標高約1200m〜1650mに位置する。菅平はスキー場などがたくさんあることからも分かるように冬季は積雪の多い地域となっている。そのため上田では珍しく降水量が比較的多い地域で、自然環境や生息している野鳥も平野部分とも違ってくる。特に平野部と変わってみられる野鳥は山岳地帯でよく観察できるコガラ、ヤマガラ、ゴジュウカラ、シジュウカラ、ヒガラ、エナガなどのカラ類の他にキクイタダキやアカゲラ、アオゲラなど平野部では簡単に見られない野鳥が観察できた。
また、冬の山だと餌場が限られてくるので出現する場所が限られてくる。とくに野鳥がよく見られる場所は杉や檜などの木の葉、またはペンションなどに設置してあるバードフィーダー周辺だ。

観察できた野鳥
・シジュウカラ
・ゴジュウカラ
・	2022-02-01
	19	[image: 羽黒山]	羽黒山	山岳信仰の場とされた「出羽三山」という3つの山の中の1つ。羽黒山は現世の幸福を願う地とされている。
隋神門から山頂までには杉並木と2446段の石段があり、その杉並木はミシュランで三ツ星にも選ばれている。石段にはあちこちに盃やひょうたんなどの絵や字が彫られていて、全て見つけると願いが叶うと言われている。	2021-07-26
	20	[image: 長野県にはどうして美術館多いの？]	長野県にはどうして美術館多いの？	長野県には美術館が多いとよく聞きます。実際どのくらい美術館があるのか、どうして美術館が多いのかを調べてみました。

〈美術館の数〉
全国の美術館数は1,064館で、人口10万人あたり0.84館です。美術館数が最も多いのは長野県で人口10万人あたり5.24館(偏差値96.1)と全国平均の6.3倍。総数ベースで見ても長野県の110館は全国最多で、日本の美術館の約10%が長野県に集中しています。

〈どうして美術館が多いのか〉
◆振興策
戦前、長野県が教育県と謳われた時代の名残からか、現在でも芸術・文化の振興に関しては精力的です。県民の意識調査でも、学力実態に伴って教育県としての自覚が削がれている一方で、芸術・文化面での関心は高いです。そのため、内部からの需要が高いです。

◆避暑地
長野県は全国の中でも比較的乾燥した中央高地式	2021-01-31
	21	[image: 上田特有の自然現象・逆さ霧]	上田特有の自然現象・逆さ霧	場所は、上田市の大学前駅近くの下之郷中央交差点、産川に架かる橋の上から北西方向を向いて撮った写真です。運転中、ふと山に目をやると、厚い雲が山にのしかかっているような風景が目に飛び込んできたので、思わず写真に収めました。

恐らく、長野県で逆さ霧と呼ばれるものではないかと思います。他県では見たことが無かったので、上田の特色をまた一つ知ることができました。

参考サイト⇒
・「雲から山の天気を学ぼう（第18回） | jRO 日本山岳救助機構合同会社」https://www.sangakujro.com/%E9%9B%B2%E3%81%8B%E3%82%89%E5%B1%B1%E3%81%AE%E5%A4%A9%E6%B0%97%E3%82%92%E5%AD%A6%E3%81%BC%E3%81%86%EF%BC%88%E7%AC%AC18%E5%9B%9E%EF%BC%89/
・「太郎山の逆さ霧」http://www2.plala.or.jp/aki_ogawa/trivia/sakasagiri.html	2020-06-04
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